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A Study on Learning Method of Piano Accompaniment Skills






























































































































C コード→基本形、G コード→第1転回形、F コード→第2





















































（3）-1　課題1．a. むすんでひらいて C: 　b. おおきなうた
F: 　c. 小さな世界 G:
以上3調性における左手密集形の和音伴奏付けの課題
①基本形29、ルート0、その他（間違い、わからない）0
　基本形が正解である。
②基本形7、転回形23、ルート0、その他0
　演奏のしやすさから転回形が望ましい。
③基本形28、転回形1、ルート0、その他0
　終止形として基本形が正解である。
④基本形8、転回形22、ルート0、その他0
　演奏のしやすさから転回形が望ましい。
⑤基本形9、転回形19、ルート0、その他1
　転回形が使やすいが、響きとして基本形の使用もよい。
⑤は半終止・・わからない学生がいた。
a. むすんでひらいて　作詞者不詳　ルソー作曲　（ハ長調）
図 1
細田淳子、笹井邦彦、西海聡子、悠木昭宏著（2011）『かんたんメソッ
ド　コードで弾きうたい』カワイ出版　より転載
（番号は筆者が記載）
①基本形27、転回形2、ルート0、その他0
　基本形が正解である。
②基本形14、転回形15、ルート0、その他0
　響きは、基本形、転回形どちらも良いが、演奏しやすい
のは転回形である。
③基本形13、転回形15、ルート0、その他1
　演奏のしやすさから転回形が望ましい。
④基本形14、転回形15、ルート0、その他0
　転回形が望ましい。
b. おおきなうた　中島光一作詞・作曲 （ヘ長調）
図 2
細田淳子、笹井邦彦、西海聡子、悠木昭宏著（2011）『かんたんメソッ
ド　コードで弾きうたい』カワイ出版　より転載
（番号は筆者が記載）
⑤基本形26、転回形3、ルート0、その他0
　基本形が正解である。
　ヘ長調における開始和音、終止和音の正しい奏法がなさ
れている。
　ドミナント、サブドミナントにおける基本形、転回形の
採用の割合は約半数ずつであり、ハ長調に比べ、転回形の
理解度の低さもうかがえる。
c. 小さな世界　岩谷和子　日本語詞　リチャード・シャーマン、
ロバート・シャーマン作曲　（ト長調）
図 3
細田淳子、笹井邦彦、西海聡子、悠木昭宏著（2011）『かんたんメソッ
ド　コードで弾きうたい』カワイ出版　より転載
（番号は筆者が記載）
①基本形28、転回形1、ルート0、その他0
　基本形が正解である。
②基本形15、転回形13、ルート0、その他1
　響きは、基本形、転回形どちらも良いが、演奏しやすい
のは転回形である。
③基本形23→、転回形5、ルート0、その他1
　響き、弾きやすさの両面から転回形が望ましい。
④基本形15、転回形14、ルート0、その他
　響き、弾きやすさの両面から転回形が望ましい。
⑤基本形6、転回形14、ルート1、その他3→
　マイナー和音であるが、響き、弾きやすさの両面から転
回形が望ましい。
⑥基本形28、転回形1、ルート0、その他0
　基本形が正解である。
　ト長調における開始和音、終止和音の正しい奏法がなさ
れている。
　セブンスの本格的な導入は行っていない段階であるので
③の基本形の採用の多さは仕方がないであろう。ヘ長調に
見られたようにドミナント、サブドミナントにおける基本
形、転回形の採用の割合は約半数ずつであり、ハ長調に比
べ、転回形の理解度の低さもうかがえる。⑤の C マイナー
の和音については、その他が3名いたもののおおかた理解で
きていると見られる。課題2からもその様相が伺える。
（3）-2　課題2．それぞれのコードネームの基本形、転回形
を階名で答える課題
Dm　正答27、ルート1、不正解1
Am　正答24，ルート2，不正解2
陸路和佳：保育者養成におけるピアノ伴奏法の学習方法について
−　 −43
A　正答20、ルート3、不正解4
　マイナー和音については、ハ長調のダイヤトニックコー
ドを学習していたので、比較的理解度が高かった。しかし、
ハ長調のダイヤトニックコード以外のメジャー和音への理
解度がやや低かった。
（3）-3　自由記述について～今後の指導の課題～
　（数字は複数回答の数）
・理解できている。ある程度理解できた。15
・基本形はおぼえた。7
・転回形がわからない。転回形をきちんと理解できていない。
4
・転回形は時間がかかる。3
・コードだけ見てパッと頭にうかんでこないものもある。2
・C，G，F はできるが、それ以外は考えないとできない。
・ｍ、♯、♭などがつくとわからない。2
・セブンスがむずかしい。
・転回形はできるが、基本形があやふやな理解
・転回形を使うことで次のコードへ行きやすいと思った。
・転回形を使う時に優先させることがあるのか。どのよう
に用いるのか。
・教わらないと基本形のみしかわからない。
　現段階での理解度をよく表している記述が見受けられる。
セブンスの難しさを感じていることについては、基本形理
解によるものであると考えられる。転回形への理解の不安
が記述には多く見られるが、次の段階としての今後の指導
指針がより明確になった。
5．まとめ
　コード学習の方法は教則本の種類があるだけ方法も様々
であるが、昨今保育現場で使用されている多種多様なコー
ドや調性に対応するための方法を考える場合、コードその
ものの構成音を把握する基本形中心の学習方法が求められ
ると考える。その際に必要な楽典（音程、調性）や転回形
使用へのハードルの高さが問題となるであろうが、基本形
コードの理解を徹底させることは、調性理解にもつながる
のではないかと思われる。この調査では、各調性の開始和音、
終止和音の正しい奏法がなされていた。学習初期段階で、
各調によって、同じコードネームが使われていても、それ
ぞれの調で使用方法が違うことに気づけている学生がおり、
今後の指導により使用方法が明確になるであろうというこ
とが今回の調査から推察することができるのではないかと
考える。使用するコードネームを読み、基本形、転回形に
ついて自ら考えながらそれらを使用する方法は、楽譜から
の情報を受動的に受け取り、そのまま音にしていくこと（従
来のピアノ学習方法）や個々のコードの転回形について形
式的に覚えていく方法に比べ、自分自身で音を聴き確認す
る作業が必要となり、書かれていない音を演奏することや、
奏法の選択の可能性があることをピアノ学習初期段階から
学ぶことができる。それは、ピアノ演奏における楽譜の絶
対的な必要性について柔軟な考えを持つことつなげられる
のではないかと考える。そしてそこからさらにアレンジや
即興的な演奏スキルにもつながる学習が可能となりうると
期待できる。学生の記述にもあったように、学習者は、反
射的にコード見て弾くことを求めがちであるが、より考え
て音をつくりだすことを学ぶ重要性を優先させたいと考え
る。
（注1）本学のピアノ・声楽Ⅰの指導システムには毎回指導
者が学生1人1人の記録を残し、複数の指導者が学生の状況
を把握できるようにしている。その記録を参考にしたピア
ノ経験者についての状況である。
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